
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校は泉ヶ岳等を遠望できる黒川・富谷市

の丘陵地に、平成６年４月の開校以来、各方

面で活躍する多くの人材を育んできました。

平成２６年にユネスコスクールに加盟承認

されてからも、ＥＳＤ（持続可能な社会の実

現のための教育）を推進する中で、世界を意

識し、社会や時代の変化に対応できる人材育

成に取り組んできました。 

 令和元年度入学生からは、ユネスコスクー

ルとしてＳＤＧｓを知り、考える取り組みを

行い、１年生では基礎教育を充実させ、さら

に２年生以降は多様な進路選択に対応する

ための３類型（人文・国際・理数）が選択可

能な教育課程を取り入れています。 

 全国的にも著しい発展を続けている富谷

市にある唯一の高校として、地域と連携した

活動にも重きを置いています。より魅力的で

持続可能な富谷市のあり方を考えることを

主眼とした課題研究活動を行い、地域社会と

結びつき貢献する中で、より広い世界の諸問

題と向き合う機会を設けています。また、海

外の高校との交流や留学生の受け入れなど、

グローバルに活躍する人材へと成長して行

けるステージを提供します。 

校舎は県内の公立高校では珍しい円形の

講義棟を始め、２つの普通教室棟と特別教室

棟・管理棟・体育館で構成されています。校

舎内外には美しいステンドグラスやモニュ

メントがちりばめられている中、学校のシン

ボルとなっているカリヨン(時計台)が美し

い調べを奏でています。 

 

【１ 個性の尊重 】 

一人ひとりの能力・適性に応じた教育を

行い、個性を生かし創造力を伸ばして自ら

進んで事に処する気力あふれる人材を育

成する。 

【２ 知性の錬磨 】 

自ら学ぶ意欲と態度を育み、高い学識と

豊かな教養を身に付けて国際化、高度情報

化社会に適切に対応する人材を育成する。 

【３ 情操の陶冶 】 

相互に信頼し敬愛する精神を養い、自分

を律する心を培って真理と正義を愛する

心身ともに健全な人材を育成する。 

【特色】 

全体として大学進学を希望する生徒が多

く、国公立大学や難関私立大学への進学にも

対応した学習内容になっています。 

１年生では、全生徒が基礎・基本を養いつ

つ、教科の学習はもちろんのこと、ＬＨＲや

総合的な探究の時間（T-time）も有効に使っ

て学問や進路について知識を深め、しっかり

将来を考えて、２年生からの類型を選択しま

す。２年生以降のそれぞれの類型では、自分

の進路や興味関心に合わせ、進路実現に向け

て確かな学力を身に付けることを目指しま

す。また、ユネスコスクールの理念に基づく

様々な問題についての知見を深められるよ

うに、総合的な探究の時間（T-time）での課

題研究活動を行います。３年生では進路達成

に向けてより高い知識や学力を身に付けら

れるよう、類型ごとに学校設定科目を設けて

います。 

【各類型の特徴】 

〈人文類型〉 

国語・社会など文系科目全般に重点が置 

かれた類型です。また平和や人権など、世界

の協調につながる問題を考える類型です。 

〈国際類型〉 

人文類型と同様に文系科目が中心ですが、 

異文化交流や国際理解に重点が置かれた、最

もユネスコスクールらしい類型です。 

〈理数類型〉 

 数学・理科など理系科目全般に重点が置か

れた類型です。また環境や技術など、将来に

渡り持続可能な開発を考える類型です。 

 

主な生徒会行事は４月体育大会、９月樹咲

祭（文化祭）、１０月球技大会があり、生徒

会執行部を中心に自主的に企画・運営され、

全生徒が盛り上がれる行事になるよう取り

組んでいます。学校行事では８月課題研究研

修ツアー（２年）、１１月キャンパスツアー

（１年）、１２月修学旅行（２年）がありま

す。この他に学年ごとのＥＳＤ講演会、「T-

time（課題研究）」の大きな発表の場となっ

ている収穫祭(課題研究発表会)があります。 

部活動は全員登録制となっており，１３の

運動部，１２の文化部，４つの同好会がそれ

ぞれ活発に活動しています。 

【Ｒ４年度の主な活動成績】 

弓道部 県総体 男子団体ベスト８ 

県新人 男子団体ベスト８ 

陸上競技部 県新人 女子ハンマー投げ 

第１位 東北新人大会出場 

美術部 全国総文祭 県代表出品 

    高校生国際美術展 奨励賞 

弦楽合奏部 県高校音楽祭にて 

全国総文祭 出場権獲得 

進路一覧(過去３年間，進学者・就職者数) 

進  路 R4 R3 R2 

国公立大学 20 32 16 

国公立短大 0 0 3 

私立大学 173 169 163 

私立短大 18 16 26 

専各学校 46 45 44 

就職 6 3 1 

その他 5 6 14 

卒業生計 268 271 267 

主な進路先（令和５年３月卒業生） 

（ ）内は人数  （1）は省略 

＜国公立大学＞ 宮城大(5)、秋田大(4)、弘

前大(3)、山形大(2)、北教大函館校、岩手大、

福島大、会津大、静岡大、都留文科大 

＜私立大学＞ 東北学院大(65)、宮城学院大

(26)、東北福祉大(18)、東北工業大(17)、仙

台白百合大(9)、尚絅学院大(5)、東北芸術工

科大(4)、仙台大(3)、東北文化学園大(2)、

東北医科薬科大(2)、東北生活文化大(2)、日

本大(2)、石巻専修大、法政大、神奈川大、

東海大 他 

＜短期大学＞ 仙台青葉学院短期大(9)，聖

和短大(9) 

＜専門学校・各種学校＞ 葵会仙台看護(4)、

仙台医療センター附属看護助産(2)、仙台市

医師会看護(2)、東北労災看護(2)、仙台徳洲

看護(2) 他 

〈就職〉自衛官、フコク、バイオテクノロジ

ービューティー、トヨタレンタリース仙台、

タマス、クローバー総研 

 富谷高等学校 

校訓 進取 明知 自律 協同 

（１）学校の概要(沿革，環境，施設等) 

（２）教育方針 

（３）教育課程の特色 

（４）行事・生徒会活動・部活動 

（５）卒業生の進路状況 

２ 学校の特色 

１ 基本データ 

 ホームページアドレス： 

https://tomiya-h.myswan.ed.jp/  

電子メールアドレス： 

tomiya-h@od.myswan.ed.jp 

主な交通機関 

地下鉄泉中央駅から宮城交通バスで約20分，「富谷高校前」下車 

 

宮城交通バス： 宮城大学ゆき 桜ヶ丘七丁目東下車  徒歩７分 

 

 

 
 
 
 
 

薫風満帆 
（くんぷうまんぱん） 

富谷高校は平成６年の開校以来、新たな

時代に飛躍する人材育成を目指し、仙台

北部・黒川地区の普通科高校として、地

域と連携し、世界とつながる教育活動に

取り組んで参りました。「さわやかで快

活な学校」という伝統的な気風を守りつ

つ、周囲に広がる豊かな自然に包まれた

キャンパスから、清新な風を背中に受け

て、世界へと飛び立って行ってほしいと

いう思いを、「薫風満帆」という四字に表

しています。 

キャッチフレーズ 

創立：平成６年 

課程・学科：全日制課程・普通科 

生徒数：７８９名 

所在地：〒981-3341 

    富谷市成田２丁目1-1 

ＴＥＬ：022-351-5111 

ＦＡＸ：022-351-5112 

https://tomiya-h.myswan.ed.jp/


 

 

（１）収穫祭（課題研究発表会） 

 富谷高校では、総合的な探究の時間（T-time）を使って課題研究活

動を行っています。 

 １年生から２年生にかけて、ＳＤＧｓについての課題学習と発表を

行うことで、世界や地域にある、解決が望まれているさまざまな問題

について考える機会を持ち、調べたことをまとめる力や、わかりやす

く伝える力を身に付けます。 

 そして、２年生からは学校全体として取り組む大テーマ「持続可能

な地域（まち）づくり」について、研究したい内容を考え、グループ

を作って、自分たちの研究テーマに沿って具体的な研究活動を行いま

す。合間には研修ツアーでＳＤＧｓに取り組む企業や団体などを訪問

し、実際の現場を見学して自分たちの研究に取り込んだり、富谷市役

所と連携して、各グループが「企画部」や「市民生活部」、「経済産業

部」などの部署から、地域が直面している課題を知り、解決に向けて

のヒントを得たりします。そうやって時間をかけて研究を深めながら、

発表に向けてスライドの内容を吟味したり、発表原稿を整えたりして

準備を進めます。中間発表や予選会を経て、３年生になると、選ばれ

たグループにより、収穫祭（課題研究発表会）という最終ステージで

発表を行うことになります。 

 

今年度の収穫祭は４月２２日に、本校体育館で生徒と多数の保護者、

さらに課題研究活動のご指導をいただいている大学の先生方や、研究

に協力していただいている富谷市長などの来賓を招いて、大々的に開

催しました。 

出場したのは１４のグループ。準備したスライドを用い、熱の入っ

た発表が行われました。審査の結果、「富谷市の知名度ＵＰ政策」を

発表したグループが１位を獲得しました。２位には「家庭内と富谷高

校内の食品ロスを減らそう！」が、３位には「魅力的な歴史で『何度

も行きたくなる町、富谷』を目指すには」が入り、それぞれ表彰され

ました。 

 今年の収穫祭は、

発表を聞いた下級

生はもちろん、参

観された保護者や

審査員の方々から

も、充実した発表

内容や堂々とした

発表態度が大変好

評でした。 

そして発表した

生徒自身にとって

も、大変有意義な

行事となっていま

す。富谷市に唯一の高校として、地域に貢献する方法を模索しながら、

ユネスコスクールにおいて世界の課題に果敢に挑む姿勢を身に付け

ることは、自らの将来を考える上で大変参考になるでしょう。また、

引きつけるスライド作成や伝わりやすいプレゼンテーションの工夫

を身に付けることも、今後さまざまなフィールドで活かされて行くこ

とでしょう。 

（２）学校行事の紹介 

①体育大会 

毎年４月、新しい

クラスの親睦を深め

ることを目的に、体

育大会が行われま

す。みんなで力を合

わせる玉入れや長縄

跳び、応援にも力が

こもるクラス対抗リ

レー。春の心地よい

空の下、クラスみん

なの笑顔が輝きます。 

②樹咲祭（文化祭） 

 毎年８月末～９月

初め、文化部の発表

を中心とした文化祭

を実施します。体育

館では吹奏楽部や演

劇部、ダンス部など

の発表が、校舎では

美術部や写真部、文

芸部などの展示が行

われます。 

③球技大会 

 クラス対抗の球技大会で

は、２日間に渡ってバレーや

バスケ、サッカー、ドッチボ

ール、ソフトボールなどの競

技が行われます。それぞれ個

性的なクラスＴシャツを作

って、一致団結して戦いま

す。 

 

これらの行事はすべて生

徒会執行部とそれぞれの行

事実行委員が中心となって、

生徒がより楽しめる内容を

目指して運営されており、毎

年大変盛り上がります。 

 

（３）校舎と制服の紹介 

 

 富谷高校は、自然が豊かな環境の中、広大な

敷地に立つ白い校舎が自慢です。創立から３０

年が経ちましたが、汚れも少なくまだまだ美し

い状態を保っています。また、開放的な中庭や、

ワンポイントのように配置されたステンドグラ

スが、日々の生活を明るく彩ります。 

 制服は清楚でさわやかな校風にぴったりなデ

ザインで、この制服に憧れて入学した人も多い

ほど好評です。女子には、スカートの他にスラ

ックスも準備されています。中に着るカーディ

ガンやベストはグレーが指定色です。 

３ 学校魅力発信 


